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全日本スーパーフォーミュラ選手権 2025 第１戦／第 2 戦　鈴鹿サーキット 

３月７日（金）〜９日（日）

PRACTICEPRACTICE フリー走行 ３月７日（金）　天候：曇り／路面：ドライ

　速さをみせながらも思うように結果がと
もなわず、悔しいシーズンとなった 2024
年から短いオフを経て、全日本スーパー
フォーミュラ選手権は 2025 年の開幕を迎
えた。ROOKIE Racing は、今季も docomo 
business をはじめとした各社のサポートを
得て、チームとともに６年目の挑戦となる
大嶋和也を擁し戦う。もちろん狙いは大嶋
に気持ち良くレースを戦ってもらい、予選
Q2 進出、そしてポイント獲得、表彰台を
目指すことだ。
　そんなシーズンに向け、チームは２月に
鈴鹿サーキットで行われた公式テストに臨
んだが、このテストは１日目こそ走行でき
たものの気温が低く、２日目は降雪のため
走行すらできなかった。今オフ、鈴鹿はコー
スの路面補修があったほか、タイヤの性質
も変更されていた。データが足りない状況
で臨んだ開幕戦だった。

　今季は１大会２レース制が多いスーパー
フォーミュラだが、開幕大会の鈴鹿も３月
７日（金）に２回のフリー走行が行われる
スケジュール。まだ肌寒いコンディション
のなか、午前 11 時から専有走行１回目が
スタートした。大嶋はまずアウトラップか
ら１周を走るが、パワーステアリングにト
ラブルがあるようで、チームはピットで 30
分の修復作業を強いられた。公式テスト時
から発生していた症状で、他のドライバー
が訴える症状とも違う。確認を進めながら
１回目はセッションを終えることになった
が、走行はわずか８周。貴重な走行時間を
失うことになってしまった。
　午後３時 30 分から行われた専有走行２
回目でも、「ガラッといろいろ変えたけれ
ど、直っていない」という状況。序盤に 18
分間ピットに入り調整を進めた結果、「メ
チャクチャステアリングは重いけどふらつ

きは抑えられるようになりました」という
状態までは改善された。走行時間はもう 30
分ほどしかない。大嶋はなんとか重いステ
アリングと格闘しながら１分 37 秒 377 と
いうベストタイムを記録したが、トラブル
がある状況ながら 17 番手。フィーリング
は悪いわけではなさそうだった。
　とはいえ、翌日にはもう予選がやってく
る。ステアリングの修復とセットアップの
確認を行い、docomo business ROOKIE は
走行初日を終えた。



Round.01 QUALIFYRound.01 QUALIFY

Round.01 RACERound.01 RACE

第 1 戦　公式予選

第 1 戦　決勝レース

３月８日（土）　天候：曇り／路面：ドライ

３月８日（土）　天候：曇り／路面：ドライ

　迎えた第１戦の予選／決勝日である３月
８日（土）は曇り空のもと迎えた。午前９
時 50 分からの公式予選は気温８度／路面
温度 11 度というこの時季らしいコンディ
ションとなった。
　大嶋は予選 Q1 の B 組から出走し、コー
スイン後、一度ピットに戻ることなくタイ
ヤをウォームアップさせ、５周目にアタッ
クを展開していく。ただ、１分 38 秒 706
というベストタイムで９番手に留まってし
まった。コンディションの影響もあるとは
いえ、前日の専有走行でのベストタイムに
も届いていない。

　今シーズンの開幕戦ということもあり、
１万 4500 人の観衆が訪れ賑やかな雰囲気
のなか迎えた午後２時 45 分からの決勝レー
ス。午前中同様曇り空で、気温 13 度／路
面温度 21 度というコンディションのなか
フォーメーションラップがスタートした。
　大嶋は 17 番手から「悪いものではなかっ
た」というスタートを切り、１周目をポジ
ションどおりで進めるが、デグナーカーブ
で #12 三宅淳詞がクラッシュ。レースは１
周目からセーフティカーランとなってしま
う。混戦のなかで大嶋はポジションを上げ
14 番手につけていく。
　しばらく続いたセーフティカーランは５
周目に解除されるが、混乱はまだ続く。今
度は 10 番手を争っていた #39 大湯都史樹
と #28 小高一斗がＳ字で接触。２台がス
トップしたことで、レースは二度目のセー
フティカーランとなる。これがピットウイ
ンドウがオープンする 10 周に重なり、コー
ス上にいた全車が一斉にピットインする異
例のレース展開となった。

　この日の鈴鹿は曇天で、風も強い状況
だった。「風の影響もあったと思いますし、
前日からセットアップを変更したので、そ
れが思った以上に影響があったかもしれま
せん。ぜんぜんグリップ感が変わってし
まっていた」と大嶋は予選を振り返った。
　結果的に大嶋は第１戦を 17 番手から戦
うことになった。後方からのスタートはや
や苦しいが、前日から悩まされてきたステ
アリングの問題は「違和感が少しあるくら
いまでには戻すことができました」と解決
に向かっていた。チームは午後の決勝まで
の短いインターバルで作業を進めた。

　大嶋も他車に続き
ピット作業を行うこ
とになるのだが、こ
の レ ー ス の 大 き な
ターニングポイント
となった。
　２台体制で参戦す
る チ ー ム は、 後 に
ピ ッ ト イ ン し た 車
両が “待ち” になっ
てしまいタイムロス

を喫してしまう。しかし docomo business 
ROOKIE は大嶋のみに集中できる。チーム
は迅速な作業でタイヤ交換を行い、大嶋を
送り出した。ただ、ファーストピットレー
ンには序盤からトラブルを抱えていた隣の
ピットの #50 小出峻が差しかかっていた。
ピットアウトする大嶋と進路が重なり、２
台は一時停止することになってしまう。
　それでも大嶋は１台体制の利を活かし大
幅にジャンプアップ。13 周目のリスター
ト後には Astemo シケインでのアクシデン
トで再度セーフティカーが入る荒れたレー
ス展開のなか、９番手につけレース後半を
戦っていった。

「特にフロントのグリップが薄くて、力強
い走りはすることができなかった」という
大嶋はさらなるジャンプアップこそするこ
とができなかったが、このまま戦っていけ
ば、喉から手が出るほど欲しかったポイン

トが手に入る。大嶋は粘りのレースを進め
ていった。
　しかし、そんな大嶋に対し、レース後結
果に 10 秒を加算するペナルティが下る。
ピットアウト時の安全確認違反というもの
で、ポイント圏内を走っていた大嶋にとっ
ては辛い裁定となってしまった。
　大嶋は９位でゴールしたが、10 秒加算で
結果は 13 位。悔しい開幕戦となったが、「専
有走行でまったくまともに走ることができ
なかった状況から、普通にレースを戦うと
ころまで来られましたから。前向きに捉え
ていくしかないと思っています」とレース
後、大嶋は力強く顔を上げた。
　パワーステアリングのトラブル、レース
時のペナルティ。このままドタバタした
レースを続けては、噛みあわなかった昨年
の二の舞だ。docomo business ROOKIE は
翌日の第２戦での逆襲を目指した。



Round.02 QUALIFYRound.02 QUALIFY

Round.02 RACERound.02 RACE

第２戦　公式予選

第２戦　決勝レース

３月９日（日）　天候：晴れ／路面：ドライ

３月９日（日）　天候：晴れ／路面：ドライ

　第１戦から一夜明けた鈴鹿サーキットは
晴天に恵まれたが、やや風が強い状況。気
温 11 度／路面温度 18 度というコンディ
ションのもと、第１戦よりもやや時間が遅
い午前 10 時 15 分から第２戦の公式予選が
行われた。
　大嶋はこの日も公式予選 Q1 のＢ組から
出走した。前日までにステアリングのト
ラブルも解消。走行初日の専有走行での
フィーリングを活かし、セットアップを元
に戻す方向に修正したところ、大嶋が望む
手ごたえが得られた。４周目、１分 37 秒
260 を記録し、４番手に。2025 年初の Q1

　この第１大会の最後の走行となる第２戦
は、午後２時 40 分に決勝レースの火ぶた
が切って落とされた。気温 15 度という状
況だが風があり、路面温度は 38 度という
数字となっていた。
　そんな第２戦だが、第１戦とは異なる部
分があった。今シーズンから導入された規
定により、レース距離が若干異なり、１周
目からタイヤ交換を行うことができる。ト
ラフィックを避ければそれだけゲインがあ
るが、終盤はタイヤが厳しくなる。レース
中盤にピットインする作戦もあり、今回は
初めてのレースで、各チーム戦略が分かれ
ることになった。
　スタート直後、大嶋は 11 番手につける
と即座にピットインする戦略を採った。他
にも５台が１周目に、さらに２周目にも
ピットインを行うライバルがおり、順位は
ガラリと変化していくことになった。
　今回も迅速な作業でチームは大嶋を送り
出していき、スタート直後にピットインし
た陣営のなかでは４番手につける。あとは

突破を果たしてみせた。さらに、インター
バルの後迎えた Q2 でも大嶋の好感触は続
く。１分 36 秒 694 というベストタイムで
10 番手というグリッドを獲得した。

「優勝したようなものです（笑）。公式テス
トからずっとステアリングがおかしい状態
で走っていたので、ようやくちゃんと走れ
たことも嬉しいです。少し気が楽になりま
したね！」と大嶋も笑顔をみせた。
　10 番手と言えど、１台体制でのこの順位
は大嶋が言うように殊勲のグリッドと言え
る。この好位置を活かすべく、チームは念
入りに午後の決勝へ準備を進めた。

ライバルたちがどの
位置でピットアウト
してくるかだ。
　大嶋のペースは悪
く な く、12 周 目 に
ピットアウトしてき
た #39 大湯都史樹と
#7 小林可夢偉の集
団に食い込み、２台
を追いながらレース
を展開。後方からは

SUPER GT のチームメイトである #8 福住仁
嶺が続くオーダーとなった。
　そんななか、16 周目に上位争いのなかで
アクシデントが。#15 岩佐歩夢と #6 太田格
之進がバトルを展開し、#6 太田がコースオ
フ。そのまま前に出るかたちとなった。
　これが結果的に走路外走行と判定され、
#6 太田はトップ争いの末２番手につけてい
たものの、競技結果に５秒が加算されるこ
とになった。
　第１戦と異なりアクシデントが少なく、
セーフティカーランが一度もないまま迎え
たレース終盤、全車がピット作業を終え順
位が整理されると、大嶋の順位は 11 番手。
ポイント獲得まであとひとつという順位に
つけた。
　そんななか、28 周目に２コーナーでア
クシデントが起きた。レースはセーフティ
カーランとなったが、31 周のフィニッシュ

まで解除されそうもない。#6 太田は３番手
以下に対し５秒差を稼ぎ出したかったが、
５秒がセーフティカーランで失われること
になった。そしてその５秒が、粘りの走り
を続けていた大嶋にとって幸運となった。
　ゴール間際、セーフティカーが退去し全
車がフィニッシュラインに殺到したが、大
嶋はそのなかで 11 位でフィニッシュ。#6 
太田のペナルティで、大嶋の順位は 10 位
に繰り上がった。待望のポイントゲットだ。
　チームにとっても嬉しい１ポイントは、
予想外のラッキーで転がり落ちてくること
になった。しかし、そのラッキーをつかむ
位置にいなければ得点はやってこない。
　docomo business ROOKIE は、開幕大会
にして目標としていた Q2 進出、そしてポ
イント獲得をクリアした。もちろん、さら
に目指すはその先。チームがさらなる高み
を狙うためにも幸先良いレースとなった。



VOICEVOICE
Kazuya OSHIMA  Kazuya OSHIMA  DRIVERDRIVER

Hiroaki ISHIURA  Hiroaki ISHIURA  DIRECTORDIRECTOR

ドライバー／監督コメント

大嶋 和也

石浦 宏明

「第２戦はラッキーもありましたが、ポイント獲得することができて良かったです。今回は
スタート直後にピットインしなかった組のペースが思ったよりも良かったので、戦略とし
てはスタート直後に入らない方が得だったかもしれませんが、厳しい展開のなかでしっか
りと戦うことができたので、良いレースだったかなと思っています。今週は最初のパワー
ステアリングの問題から始まりセットアップを進めることができませんでしたが、持ち込
みセットを外していなかったですし、良い戦いができました。次戦に向けた良いヒントが
見えてきましたし、すごく期待がもてるクルマになっていると思います。次回のもてぎの
方がコースの特性は合っていると思うので、良いクルマを作っていきたいですね」

「第２戦では予選から良い戦いができました。Q1 では TGR 勢のトップでしたし、Q2 でも
良い位置で戦えたことは大きかったです。今まで鈴鹿はあまり成績が残せていませんでし
たが、こういう戦いができたので、今シーズンに向けてすごくポジティブですね。スター
トも第１戦、第２戦とも良かったです。第２戦の戦略はあまり正解だったとは言えませんが、
その中でも、大嶋選手がしっかり戦って順位を守ってくれたので、それが１ポイントに繋
がったと思っています。ドライバーの頑張りに助けられましたし、最後は他チームにも話
をしにいったりしたので、総力戦で掴んだポイントでした。第１戦でもペナルティがあっ
たとはいえ、ポイント圏内でゴールしているので、良い第１大会になったと思います」

PHOTO GALLERYPHOTO GALLERY フォトギャラリー



RESULTRESULT リザルト一覧

SUPER FORMULA 専専有有走走行行 １１回回目目 2025 / 3 / 7   :     

結結果果表表 Weather :Fine
Track :Dry

1 16 Tomoki Nojiri AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.333 14 / 19
2 15 Ayumu Iwasa AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.412 0.079 0.079 11 / 19
3 65 ★ Igor Omura Fraga PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.707 0.374 0.295 9 / 19
4 5 Tadasuke Makino DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.806 0.473 0.099 19 / 22
5 6 Kakunoshin Ohta DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.859 0.526 0.053 18 / 22
6 1 Sho Tsuboi VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.869 0.536 0.010 9 / 15
7 8 Nirei Fukuzumi Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.101 0.768 0.232 15 / 19
8 39 Toshiki Oyu SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.304 0.971 0.203 11 / 17
9 64 Ren Sato PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'37.319 0.986 0.015 13 / 17
10 4 ★ Zak O'Sullivan REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.426 1.093 0.107 11 / 23
11 50 ★Syun Koide San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'37.470 1.137 0.044 15 / 20
12 3 Kenta Yamashita REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.500 1.167 0.030 16 / 22
13 37 Sacha Fenestraz VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.558 1.225 0.058 20 / 21
14 7 Kamui Kobayashi Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.607 1.274 0.049 7 / 14
15 38 Sena Sakaguchi SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.667 1.334 0.060 9 / 13
16 12 Atsushi Miyake ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'37.822 1.489 0.155 11 / 18
17 28 Kazuto Kotaka KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.889 1.556 0.067 14 / 18
18 19 ★Oliver Rasmussen ITOCHU ENEX WECARS IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'38.375 2.042 0.486 14 / 17
19 29 Hibiki Taira KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'38.834 2.501 0.459 11 / 17
20 20 ★Mitsunori Takaboshi ITOCHU ENEX WECARS IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'39.460 3.127 0.626 11 / 16
21 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'39.560 3.227 0.100 12 / 20
22 14 Kazuya Oshima docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'46.336 10.003 6.776 6 / 8

Entry :22    Start :22

Gap LapPos No Name Car Engine Best Time

2025年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第1戦・第2戦

Full Course 4-Wheels(5,807m)

SUPER FORMULA 専専有有走走行行 ２２回回目目 2025 / 3 / 7   :     

結結果果表表 Weather :Fine
Track :Dry

*1 1 39 Toshiki Oyu SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'35.875 17 / 19
2 64 Ren Sato PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'35.972 0.097 0.097 20 / 22
3 65 ★ Igor Omura Fraga PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.081 0.206 0.109 22 / 24
4 6 Kakunoshin Ohta DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.173 0.298 0.092 20 / 22
5 8 Nirei Fukuzumi Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.430 0.555 0.257 21 / 23
6 15 Ayumu Iwasa AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.474 0.599 0.044 19 / 21
7 38 Sena Sakaguchi SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.591 0.716 0.117 14 / 20
8 50 ★ Syun Koide San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.595 0.720 0.004 20 / 22
9 7 Kamui Kobayashi Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.629 0.754 0.034 20 / 21
10 37 Sacha Fenestraz VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.652 0.777 0.023 19 / 21
11 1 Sho Tsuboi VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.714 0.839 0.062 14 / 18
12 3 Kenta Yamashita REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'36.718 0.843 0.004 18 / 20
13 12 Atsushi Miyake ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.758 0.883 0.040 14 / 20
14 16 Tomoki Nojiri AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.998 1.123 0.240 11 / 13
15 4 ★ Zak O'Sullivan REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.049 1.174 0.051 19 / 21
16 5 Tadasuke Makino DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'37.077 1.202 0.028 3 / 22
17 14 Kazuya Oshima docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.377 1.502 0.300 12 / 19
18 28 Kazuto Kotaka KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.470 1.595 0.093 3 / 19
19 29 Hibiki Taira KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'37.510 1.635 0.040 16 / 18
20 20 ★ Mitsunori Takaboshi ITOCHU ENEX WECARS IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'39.247 3.372 1.737 19 / 21
21 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'40.463 4.588 1.216 13 / 19

*1 No.39の 1'35.875 はT16-T17の走路外走行によるタイム

Entry :22    Start :21

Gap LapPos No Name Car Engine Best Time

2025年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第1戦・第2戦

Full Course 4-Wheels(5,807m)

2025 年全日本スーパーフォーミュラ選手権ランキング　大嶋和也：14 位（１ポイント）　docomo business ROOKIE：９位（１ポイント）



Our activities are supported by all sponsorsOur activities are supported by all sponsors
ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


